
 

 
 

 

  

 

あ っ た か い が い い ね 

シャローム横浜通信 10月号 

最

期

を

迎

え

る

場

所

と

し

て 

み ん な で 歌 お う 

日
中
は
暑
さ
が
残
っ
て
い
ま
す
が
、
朝

夕
は
よ
う
や
く
し
の
ぎ
や
す
く
な
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。
近
年
は
台
風
に
よ
る
大

雨
に
よ
り
、
各
地
で
土
砂
災
害
や
洪
水

な
ど
の
被
害
が
出
て
い
ま
す
。
最
近
も
交

通
機
関
も
麻
痺
す
る
な
ど
、
様
々
な
影

響
が
出
て
い
ま
し
た
が
、
少
し
で
も
復
旧

が
す
す
む
こ
と
で
皆
様
が
安
心
し
て
生

活
で
き
ま
す
よ
う
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 

朝
日
新
聞
の
「be

 o
n

 S
a
tu

rd
a
y

」

の
４
面
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
そ
れ
ぞ
れ

の
最
終
楽
章
」
を
長
く
担
当
さ
れ
て
い
る

方
が
、
２
０
２
４
年
８
月
24
日
に
「
人
生

の
最
期
は
自
宅
で
迎
え
た
い
？
」
を
テ
ー

マ
に
記
事
を
書
か
れ
て
お
り
ま
し
た
の

で
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。 

厚
生
労
働
省
が
２
０
２
２
年
に
実
施

し
た
意
識
調
査
に
よ
る
と
、
国
民
の
43
・

８
％
が
「
自
宅
で
最
期
を
迎
え
た
い
」
と

希
望
し
て
い
る
（
病
気
で
治
る
見
込
み
が

な
く
、
お
よ
そ
１
年
以
内
に
徐
々
に
あ
る

い
は
急
に
死
に
至
る
と
考
え
た
時
）
。
だ

が
、
22
年
の
死
亡
者
の
う
ち
自
宅
で
死

亡
し
た
人
の
割
合
は
17
・
４
％
で
、
64
・

５
％
は
病
院
で
亡
く
な
っ
て
い
る
。…

と

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
ｂ
ｅ
モ
ニ
タ
ー
が

行
っ
た
「
最
後
の
場
所
」
に
つ
い
て
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
「
人
生
の
最
後
は
自
宅
で
迎

え
た
い
？
」
で
「
は
い
」
が
44
％
、
「
い
い

え
」
が
56
％
と
自
宅
を
望
ま
な
い
方
が

12
％
も
多
く
な
っ
て
い
る
の
で
す
。 

「
い
い
え
」
の
理
由
と
し
て
は
、
自
宅
は

家
族
に
負
担
が
か
か
る
・
最
後
ま
で
安
心

し
て
医
療
を
受
け
た
い
等
が
挙
げ
ら
れ
て

お
り
、
ど
こ
で
人
生
の
最
期
を
迎
え
た
い

か
は
病
院
・
場
所
に
は
こ
だ
わ
ら
な
い
等

で
し
た
。
「
は
い
」
の
理
由
は
、
住
み
慣
れ

た
場
所
だ
か
ら
・
延
命
は
せ
ず
に
自
然
の

ま
ま
で
逝
き
た
い
等
が
挙
げ
ら
れ
て
お

り
、
人
生
の
最
期
に
希
望
す
る
内
容
を
記

入
す
る
事
前
指
定
書
を
書
い
て
い
る
人

は
12
％
、
延
命
な
ど
に
つ
い
て
家
族
と
話

し
合
っ
て
い
る
方
は
37
％
と
、
事
前
に
準

備
さ
れ
て
い
る
方
は
非
常
に
少
な
い
こ
と

が
見
て
取
れ
ま
す
。 

シ
ャ
ロ
ー
ム
横
浜
で
は
入
所
時
に
今
後

の
ご
意
向
を
確
認
し
て
書
面
に
記
入
し
て

い
た
だ
き
、
体
調
変
化
時
に
も
繰
り
返
し

再
確
認
し
て
い
ま
す
。
そ
の
ご
意
向
に
基

づ
い
て
看
取
り
ケ
ア
を
行
っ
て
お
り
、
年

間

15

名
前
後
が
施
設
で
の
看
取
り
と

な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
「
あ
っ
た
か
い
が

い
い
ね
」
と
感
じ
て
い
た
だ
け
る
場
と
し

て
ご
本
人
の
要
望
と
残
さ
れ
る
ご
家
族

の
気
持
ち
に
寄
り
添
い
、
努
力
を
重
ね
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

「
あ
な
た
が
た
に
よ
く
言
っ
て
お
く
。
わ

た
し
の
兄
弟
で
あ
る
こ
れ
ら
の
最
も
小
さ

い
者
の
ひ
と
り
に
し
た
の
は
、
す
な
わ
ち

わ
た
し
に
し
た
の
で
あ
る
」 
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https://www.adventist-

welfare.jp/yokohama/ 

４階フロアには歌が好きな

ご利用者が大勢いらっしゃい

ます。毎日、５名ほど集まって

歌を歌っています。実際にリ

ハビリテーションの１つに

「音楽療法」があるように、歌

や音楽には人を癒したり、元

気にしたりする力があるとい

われています。 
歌うことによる効果は次の通りです。 

＊心身が活性化される 

＊声を出すことでストレスが発散される 

＊心肺・口腔機能が改善される 

＊レベルが高まって生活リズムが整う 

特に、歌が好きなご利用者にとっては、いろいろな歌手のお

話が出来て「歌えて楽しかった」「参加できてうれしかった」

「○○さん、歌が上手」と話され、毎回楽しまれています。 

４階副主任 ムハンマド アムリン 



 

 

  

 

 

 

 

第 198回 チャプレン 上前 至 

ピ ザ パ ー テ ィ ー 🍕 

兄 弟 だ け に 挨 拶 を し た か ら と て ・ ・ ・ 

最近、ちょっとした心温まる経験をした。それ

は時々、私は朝早い時間に家の周り（といっても

周囲４キロ弱の距離）を散歩することであるが、

その時に全く見知らない人からニッコリと挨拶を

受けたことである。「おはようございます。」そ

れだけのことである。しかし、私はそのことだけ

で、その日、一日、心温まる思いをして過ごす事

ができた。それは何故か？その方は外国人の女性

であった。犬を連れていた。私の住まいは横須賀

なので、その方もおそらく米軍関係の人かもしれ

ない。言ってみれば、全くの他人である。しかし、

その方は全く知らない日本人の私にニッコリと微

笑み、挨拶を交わしてくださった。文化の違いか

もしれない。日本人の私たちには、全く知らない

人に道端であったぐらいで親しそうに挨拶するよ

うな習慣や文化が無いのかもしれない。それでも

私は人として、全く知らない他人にもニッコリと

挨拶してくださったことに嬉しく心温まる気持ち

になった事だけは間違いなかった。 

そしてその時、ふと思い出したのである。それは

私が 40年ほど前、米国留学を終えて家族と共に家

内の実家がある高知に帰国した時に、それはその

土地柄にもよるかもしれないが子供達が近所に出

かけた時に、たくさんの見知らない方々にもニッ

コリと挨拶した時、近所の方々から驚かれたこと

である。ビックリされたが、しかし、挨拶された

方々からは、誰もいやな思いを抱くことはなく、苦

情をいってきた方々もいな

かった。私は思う。人として

心温まる挨拶は大切にして

いきたいということを。 

【マタイ５章 47節】 

9 月 1 日は、栄養課主催行事でピザ

パーティーを開きました。入居者の皆さ

んは、焼き上がったピザを美味しそうに

笑顔で召し上がっていました。 

ピザの種類は、夏野菜たっぷりシー

フードピザと照り焼きチキンピザでし

た。 

10月の行事は、屋台ラーメンと杏仁豆腐、

餃子を予定しています。 

栄養課課長 小寺 秀偉 

シャローム横浜では長年「看取り」に取り組んでおります。そし

て今もお看取りを続けさせていただいております。 

お一人、おひとりの最期の時をご家族と共に職員は過ごさせてい

ただいております。ご家族にとって大切なお父さん、お母さん、ご

家族。その思いを紡ぎながら、時が近づくにつれ身を切るご家族の

想い。 

お別れがあった時、私たちは振り返りを行っています。自分たち

は出来ていたのだろうか。これでいいということはなく、常に至ら

ないことを反省いたしております。 

看 取 り で 思 う こ と 

穏やかに逝く最期。お看取りにご家族の後悔が残らないこと。私

たちが一番心にしていることです。 

そして私たち職員一同、ご利用者がご長寿をまっとうしていただ

けることを願っております。 

介護支援専門員 富桝 建美 


